
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富谷宿観光交流ステーション“とみやど”照明技術賞受賞 

一般社団法人 照明学会が令和 4 年 8 月 26日に発表した「2022 年照明施設賞 東北

支部表彰」において、富谷宿観光交流ステーション“とみやど”が、「照明技術賞」

を受賞しました。 

照明施設賞は、国内各地域における照明利用の水準を高め、照明技術の発展と普及

に貢献し得る優秀な業績を顕彰するものとなっており、住宅・事務所・店舗などの建

築だけではなく、公共・交通施設、景観や行事の演出など、屋内外を問わず広範囲が

対象となっています。 

富谷宿観光交流ステーション“とみやど”については、今後も、しんまち地区に根

付き、富谷市民の誇りとして愛され続ける施設を目指して、利用者目線での施設整備

に努めてまいります。 

報道機関の皆様におかれましては、ぜひ記事に取り上げていただきますようお願い

いたします。 

 

【寸評】 

施設の照明は日中でも違和感のない光色と明るさで配置されており、日没後

はまるで縁日の様な華やかな照明の演出性があるが、決して全面に出る事が

なく、ノスタルジックな情緒豊かな施設との調和を評価する。 
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■概要

■ 2022年照明技術賞⼨評

富⾕宿観光交流ステーション「とみやど」

【応募frm‐136】図1 施設全景.jpg 【応募frm‐136】図2 メインストリート .jpg

【応募frm‐136】図3 屋内施設照明.jpg 【応募frm‐136】図4 看板照明.jpg

伊達政宗公ゆかりの奥州街道の宿場町「富⾕宿」。その開宿400 年を記念して整備された、富⾕宿観光交
流ステーション「とみやど」では、多彩なLED 照明器具により、宿場町の⾵情を伝える演出照明と、実⽤
的な店舗照明を両⽴。「古来と未来、⼈々がクロスする交流ステーション」というキャッチフレーズにふ
さわしい、古来の情景と未来の賑わいを併せ持った光環境を創出しています。メインストリートを中⼼に、
リノベーションされた古⺠家や蔵が3 棟、起業・創業を⽀援する新築の建物が2 棟、さらに広場スペース、
イベントステージなどがレイアウトされ、屋外・屋内照明ともに各LED 照明器具が効果的に配置されてい
ます。メインストリート沿いには、道標として上⽅遮光タイプ・ルーバー付のLED ガーデンライトを配置
し、2700K の温かみのある光で、かつての奥州街道のイメージを醸成しています。飲⾷店やジェラート店
などが出店する新築棟は、来訪者が座って飲⾷を楽しめるマルシェ広場を囲むように設計されているため、
軒下の⽊ルーバー間に2700K のLED ビームランプ形スポットライトを広場側に向けて配置することで、賑
わいを感じさせるライトアップの役割と、実⽤的な照明の役割を両⽴させています。

■整備⾯積:2,787㎡、建築⾯積:549㎡（全棟合計）、延床⾯積630㎡（全棟合計）、構造・規模:古⺠家修復・
新築⽊造建物

現地を視察して、旧奥州街道沿いに突然と⼈が賑わう施設が「とみやど」である。古⺠家や古い樽など
のリノベーションと新しい施設が融合した情報発信拠点としての機能を備えた複合施設である。施設の
照明は⽇中でも違和感のない光⾊と明るさで配置れており、⽇没後はまるで縁⽇の様な華やかな照明の
演出性があるが決して全⾯に出る事がなくノスタルジックな情緒豊かな施設との調和を評価する。

（記者会見参考資料）



2022年照明技術賞選考委員「東北⽀部」

■ 2賛助会員B(東北⽀部)名簿

委員名 ⽒ 名 所 属

⽀部⻑ ⻑⽥ 洋 岩⼿⼤学

⽀部幹事 野中 崇 ⼋⼾⼯業⾼校専⾨学校

⽀部幹事 ⽯沢 千佳⼦ 秋⽥⼤学

⽀部幹事 ⽯川 和⼰ 東北学院⼤学名誉教授

⽀部幹事 佐藤 秀明 鶴岡⼯業⾼等専⾨学校名誉教授

⽀部幹事 岡沼 信⼀ 福島⼤学

⽀部幹事 ⼤河 正志 新潟⼤学

会 社 名

岩崎電気株式会社

東芝ライテック株式会社

東北七県電気⼯事組合連合会

パナソニック株式会社エレクトリックワークス社

⽇⽴グローバルライフソリューションズ株式会社

三菱電機住環境システムズ株式会社

株式会社ユアテック

株式会社⽵中⼯務店

東北電⼒株式会社
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